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Azure グローバルネットワーク
主要な設計原則

冗長トポロジーを備え、適切にプロビジョニングされたネットワーク:
ハードウェアとソフトウェアのドメインを冗長性を以て設計し、複数の同時障害に
対処可能なネットワークインフラ

変更リスクの軽減:
小さな変更が大きな影響をもたらす可能性を常に想定。
影響範囲の最小化、自動ロールバックの低減を図った安全な展開

Proximity:
グローバルに流れるお客様のトラフィックを柔軟に制御し、最高の品質を提供

管理、監視、運用のためのインテリジェントなシステム:
トポロジー、需要、トラフィックのルーティング、障害、パフォーマンス及び自動回復
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Azure データセンター

各地域は、固有のデータ所在地の境界内にある 1 

つ以上の Azure リージョンで構成

• 通常は、政府の規制や制限されたインダスト
リーの要件を満たすことができるよう分割

各地域には、少なくとも 1 つのリージョンに可用
性ゾーンを配置

• リージョンは、多くのサービスに対してい高
い可用性を提供

可用性ゾーン間の距離は、通信に要する時間（遅
延・レイテンシー）に基づき決定

• <= 0.4ms intra-AZ RTT (<~40km)

• <= 1.2ms inter-AZ RTT (<~120km)

リージョン 1

可用性ゾーン 1

可用性ゾーン 2 可用性ゾーン3

リージョン 2

ジオグラフィー
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データセンタートポロジーの歴史と変遷
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Azure データセンターデザイン
Microsoft は、顧客とパートナーが信頼できる、安全性、拡張性、
可用性、持続可能性に優れたクラウドインフラストラクチャの構
築に数十億ドルを投資してきています。

明らかな冗長性

電力会社の給電、オンサイト発電機、バッテリーアレイ、暖房、換気、
空調(HVAC)

オープンコンピュートプロジェクト

ハードウェア設計をコミュニティと共有し、データセンターの建物や
サーバーの仕様に関するフィードバックを統合

発電の効率化

スターク燃料電池技術に投資し、発電所からラックへのエネルギー供
給の複雑さを軽減
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Regional Networking Gateways (RNGs)
1.6 Pb/sを超えるハイパースケールデータセンター相互接続
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一般的な通信経路

リージョン

可用性ゾーン
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多くの通信機器を経由するデータ通信
常に課題となる電力消費と品質（遅延、帯域等）

高度化するユーザーニーズ。自社研究開発及びマーケットの先進技術を積極的に導入
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事業者にとって重要な要素

コストパフォーマンス 品質 エネルギー消費

オール光技術は通信品質（帯域・速度等）向上、
エネルギー消費の低減への寄与が期待される。
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2019年新たなデジタルソリューションの実現に向けた戦略的提携を締結

11
Microsoft CEO Satya Nadella (left), and Jun Sawada, President and CEO of NTT Corporation (right). https://news.microsoft.com/2019/12/10/ntt-and-microsoft-form-a-strategic-alliance-to-enable-new-digital-solutions/
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